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(57)【要約】
【課題】バックライト光源を間欠点灯タイミングを切り
替えても映像のちらつきが発生しにくい液晶表示装置を
実現する。
【解決手段】切替え前の点灯タイミング（（１））のパ
ターンの時間軸をＮ分の１（Ｎは２以上の整数）に圧縮
した第１の圧縮点灯タイミングのパターンで駆動される
１つ以上のフレーム期間（Ｙ１）と、切替え後の点灯タ
イミング（（２））のパターンの時間軸をＮ分の１に圧
縮した第２の圧縮点灯タイミングのパターンで駆動され
る１つ以上のフレーム期間（Ｙ２）とを合せたＭ個（Ｍ
はＮ以上の整数）のフレーム期間からなる切替え期間（
Ｙ）を、切替え前の点灯タイミング（（１））による最
終フレーム期間（Ｘ）と、切替え後の点灯タイミング（
（２））による開始フレーム期間（Ｙ）との間に設ける
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライト光源と上記バックライト光源の点灯タイミングを制御するバックライト光
源制御部とを備え、上記バックライト光源制御部が上記バックライト光源を１フレーム期
間内で間欠点灯させるように上記点灯タイミングの制御を行う液晶表示装置であって、
　上記バックライト光源制御部は、
　表示する映像信号の上記点灯タイミングのパターンが切り替わることを上記バックライ
ト光源制御部の外部から指示されると、切替え前の上記点灯タイミングのパターンの時間
軸をＮ分の１（Ｎは２以上の整数）に圧縮した第１の圧縮点灯タイミングのパターンで駆
動される１つ以上のフレーム期間と、切替え後の上記点灯タイミングのパターンの時間軸
をＮ分の１に圧縮した第２の圧縮点灯タイミングのパターンで駆動される１つ以上のフレ
ーム期間とを合せたＭ個（ＭはＮ以上の整数）のフレーム期間からなる切替え期間を、切
替え前の上記点灯タイミングによる最終フレーム期間と、切替え後の上記点灯タイミング
による開始フレーム期間との間に設けることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　上記切替え期間の最初のｋ個（ｋは１以上Ｎ未満の整数）のフレーム期間は上記第１の
圧縮点灯タイミングのパターンで駆動され、上記切替え期間の残りのＮ－ｋ個のフレーム
期間は上記第２の圧縮点灯タイミングで駆動されることを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項３】
　Ｎ＝２であることを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　上記バックライト光源は直下型のバックライトであることを特徴とする請求項１から３
までのいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　上記バックライト光源はサイド照射型のバックライトであることを特徴とする請求項１
から３までのいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　上記点灯タイミングの切替えは、２次元映像モードによる上記点灯タイミングと３次元
映像モードによる上記点灯タイミングとの間の切替えであることを特徴とする請求項１か
ら５までのいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　上記点灯タイミングの切替えは、３次元映像モードによる上記点灯タイミングどうしの
切替えであることを特徴とする請求項１から５までのいずれか１項に記載の液晶表示装置
。
【請求項８】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の液晶表示装置を備え、上記液晶表示装置に
よって映像表示を行うことを特徴とする液晶テレビジョン装置。
【請求項９】
　バックライト光源を備える液晶表示装置の上記バックライト光源の点灯タイミングを１
フレーム期間内で間欠点灯させるように制御する液晶表示装置の駆動方法であって、
　表示する映像信号の上記点灯タイミングのパターンを切り替えるときに、切替え前の上
記点灯タイミングのパターンの時間軸をＮ分の１（Ｎは２以上の整数）に圧縮した第１の
圧縮点灯タイミングのパターンで駆動される１つ以上のフレーム期間と、切替え後の上記
点灯タイミングのパターンの時間軸をＮ分の１に圧縮した第２の圧縮点灯タイミングのパ
ターンで駆動される１つ以上のフレーム期間とを合せたＭ個（ＭはＮ以上の整数）のフレ
ーム期間からなる切替え期間を、切替え前の上記点灯タイミングによる最終フレーム期間
と、切替え後の上記点灯タイミングによる開始フレーム期間との間に設けることを特徴と
する液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
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　上記切替え期間の最初のｋ個（ｋは１以上Ｎ未満の整数）のフレーム期間を上記第１の
圧縮点灯タイミングのパターンで駆動し、上記切替え期間の残りのＮ－ｋ個のフレーム期
間を上記第２の圧縮点灯タイミングで駆動することを特徴とする請求項９に記載の液晶表
示装置の駆動方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライトを間欠点灯させる液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤは電光掲示板や信号機などの表示用光源として幅広く使用されており、特に白色
ＬＥＤは携帯電話機やデジタル・カメラのバックライト光源などのディスプレイ用光源と
して幅広く普及している。バックライト光源としてＬＥＤを使用する場合、ディスプレイ
の明るさを一定の輝度に調整する必要がある。このためＬＥＤを単純に発光させるのでは
なくＬＥＤドライバＩＣを用いてＬＥＤの駆動電流を制御することが必要不可欠となる。
【０００３】
　ＬＥＤの輝度調整方法は、前述のようなＬＥＤ駆動電流値を変えて調整する方法が一般
的であるが、より精細な輝度調整方法としてパルス幅変調（ＰＷＭ）による方法がある。
ここでは、電流値による輝度調整とパルス幅変調による輝度調整方法とについて説明する
。
（ＬＥＤ駆動電流値による輝度調整）
　ＬＥＤ駆動電流値による調整は、ＬＥＤの輝度調整方法としては最も簡単な方法である
。ほとんどのＬＥＤの仕様書には、輝度－順電流特性が掲載されているため、輝度と順電
流との関係を確認することができる。ただし、ＬＥＤは駆動電流値を変えることで色度も
変化する。よって、この方法は、輝度を制御することができるが発光色も変わる問題があ
ることに注意する必要がある。
（パルス幅変調による輝度調整）
　この問題を解決する手段として上記のパルス幅変調によるＬＥＤの輝度調整方法を採用
することができる。この場合のパルス幅変調は、ＬＥＤの駆動電流値を変えずに電流印加
時間を変えることでＬＥＤの輝度を調整する。すなわち、ＯＮ時間を制御してＬＥＤの実
効的な電流値を制御する。
【０００４】
　図８にパルス幅変調の説明図を示す。パルス幅変調では、ＬＥＤに駆動電流ＩＬＥＤを
流している状態と流していない状態とを周期Ｔｐで交互に繰り返すことによって輝度を調
整する。周期Ｔｐが長い場合には人の目に点灯／消灯が繰り返されて見えるが、周期Ｔｐ
を短くする（周波数を高くする）ことで人の目にはちらつきが分からなくなるので、この
ような短い周期Ｔｐにおいて駆動電流ＩＬＥＤを流している時間（ＯＮ時間）ｔｏｎと駆
動電流ＩＬＥＤを流していない時間（ＯＦＦ時間）ｔｏｆｆとを変化させれば、明るさが
変わって見える。時間ｔｏｎをパルス幅Ｗｐといい、周期Ｔｐにおけるパルス幅Ｗｐの割
合、つまりＯＮしている期間の比率をデューティ（Ｄｕｔｙ）比という。周期Ｔｐに対す
るパルス幅（ＯＮ時間）Ｗｐの割合が６０％であればデューティ比は６０％である。この
デューティ比を変えることでＬＥＤの輝度調整を行うことができ、デューティ比が大きい
ほどＬＥＤは明るくなる。
【０００５】
　ＬＥＤの輝度調整手法として、電流値調整とパルス幅変調とを組み合わせた方法もある
。アプリケーションに応じてこれの方法を使い分けることが重要となる。
【０００６】
　これまで説明した輝度調整方法では、電源電圧が変動すると（例えばバッテリー等の電
池駆動の場合）輝度も変化してしまう。さらに、電源電圧がＬＥＤの順電圧ＶＦ以下にな
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ると発光しなくなる。よって、実際のアプリケーションで使用する場合、ＬＥＤドライバ
ＩＣを用いた定電流駆動回路が一般的である。多くのＬＥＤドライバＩＣは昇圧機能を持
っており、ＬＥＤ駆動に必要な電圧を供給する。また、定電流駆動回路により電源電圧に
依存することなくＬＥＤ駆動に必要な一定の電流を供給することができるため、安心して
ＬＥＤを点灯させることができる。順電圧ＶＦのばらつきの影響を受けることもなくなる
。
【０００７】
　一般的に、バックライト光源の制御系は、バックライト光源のＬＥＤを駆動するＬＥＤ
ドライバ、および、ＬＥＤドライバを介してバックライト光源全体を制御するバックライ
ト光源制御部から構成される。
【０００８】
　図９に、バックライト光源制御部の一例であるバックライト光源制御部２００の構成を
示す。バックライト光源制御部２００は、メイン制御部Ｉ／Ｆ２００ａ、１フレーム時間
制御部２００ｂ、遅延時間制御部２００ｃ、ＰＷＭ制御部２００ｄ、および、ＬＥＤドラ
イバＩ／Ｆ２００ｅを備えている。
【０００９】
　バックライト光源は、図１０に示すように、垂直同期信号ＶＳＹＮＣに同期して、１フ
レーム周期Ｔの間で点灯／非点灯の制御が行われる。しかし、この点灯／非点灯の点灯タ
イミングのパターン（以下、単に点灯タイミングと称する）は、常に一定のタイミングで
あるわけではなく、例えば、ユーザによるテレビジョン装置の２Ｄモード（二次元映像モ
ード）と３Ｄモード（三次元映像モード）との切り替え操作などによって、バックライト
光源の点灯タイミングが変化する場合がある。
【００１０】
　そこで、バックライト光源制御部２００では、メイン制御部Ｉ／Ｆ２００ａの指示によ
って、１フレーム時間制御部２００ｂによる１フレーム時間（１フレーム期間の長さ）Ｔ
の制御、遅延時間制御部２００ｃによる垂直同期信号ＶＳＹＮＣのタイミングから駆動電
流ＩＬＥＤを流すまでの遅延時間ｔｄの制御、および、ＰＷＭ制御部２００ｄによる駆動
電流ＩＬＥＤを流す点灯時間ｔｅの制御がそれぞれ行われる。決定された、１フレーム時
間Ｔ、遅延時間ｔｄ、および点灯時間ｔｅがＬＥＤドライバＩ／Ｆ２００ｅを介してＬＥ
Ｄドライバに指示されることにより、バックライト光源の点灯タイミングが制御される。
【００１１】
　以下に、一例として、２Ｄモード時および３Ｄモード時におけるバックライト光源の点
灯タイミングについて説明する。
【００１２】
　図１１に２Ｄモード時のＬＥＤバックライト光源の点灯タイミング例を示す。この例の
場合の液晶表示装置においては、直下型のバックライト光源が、パネル領域を縦方向に４
等分したものに対応するＬＥＤ領域Ｌ１～Ｌ４に分割され、各ＬＥＤ領域が順次走査され
て点灯および消灯することが可能なように構成されている。例えば、ホールド型表示をイ
ンパルス型表示に近付けて残像効果を低減させるために、入力映像データの平均輝度レベ
ルに応じて、各ＬＥＤ領域において、図１０で説明した遅延時間ｔｄおよび点灯時間ｔｅ
の長さが制御される（例えば特許文献１参照）。
【００１３】
　図１１では、一例として、ＬＥＤ領域Ｌ１～Ｌ４のそれぞれについて、垂直同期信号Ｖ
ＳＹＮＣのタイミングを基準に更新される映像に同期して１フレーム期間の後半に表示を
行うように、各ＬＥＤ領域を点灯させる場合が示されている。
【００１４】
　なお、図１１の点灯タイミング例は本明細書において便宜上示すものであり、２Ｄモー
ド時の間欠点灯パターンはこれに限定されるわけではない。実際に２Ｄモード時の最適な
残像感を低減するタイミングはシステムによって異なる。
【００１５】
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　次に、図１２に３Ｄモード時のＬＥＤバックライト光源の点灯タイミング例を示す。Ｌ
ＥＤ領域Ｌ１～Ｌ４が順次走査されて点灯および消灯することについては図１１の場合と
同様である。この場合の３Ｄモードはフレームシーケンシャル方式によって駆動され、１
フレーム期間の前半フレームに左眼用の映像（Ｌ）を表示するとともに後半フレームに右
眼用の映像（Ｒ）を表示するといったように、倍の速度で各フレームに２回ずつ映像を表
示する。当該３Ｄモード時には、バックライト光源は液晶に書き込まれる映像に同期して
、後半フレームに点灯するように駆動される。
【００１６】
　なお、図１２の点灯タイミング例についても、本明細書において便宜上示すものであり
、３Ｄモード時の間欠点灯パターンはこれに限定されるわけではない。実際に３Ｄモード
時の最適なＬ／Ｒ映像クロストーク低減を図るタイミングはシステムによって異なる。
【００１７】
　上記例に示すように、バックライト光源の点灯タイミングは、２Ｄモードや３Ｄモード
などの動作モードや目的によって点灯／消灯のタイミングが異なっているのが一般的であ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１８】
【特許文献１】日本国実用新案公報「特開２００４－０６２１３４号公報（２００４年２
月２６日公開）」
【特許文献２】日本国公開特許公報「特開２００４－２３３９３２号公報（２００４年８
月１９日公開）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　しかしながら、上記従来の液晶表示装置においては、例えば２Ｄモード時と３Ｄモード
時とでそれぞれのＬＥＤの点灯タイミングが異なるといったように、液晶表示装置の動作
モードを切り替えた場合のＬＥＤの最適な点灯タイミングが切り替え前後で変わる。
【００２０】
　図１３および図１４を参照して、ＬＥＤの点灯タイミングの変更が発生した場合の問題
について説明する。ここで説明する液晶表示装置では、図１３および図１４に（１）で示
す２Ｄモード時の点灯タイミングと、図１３および図１４に（２）で示す３Ｄモード時の
点灯タイミングとの切り替えが可能であるとする。
【００２１】
　点灯タイミング（１）は、１フレーム期間を１垂直期間Ｔとして、垂直同期信号ＶＳＹ
ＮＣを基準に、遅延時間がＴ／２、点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイミン
グで点灯するモードである。
【００２２】
　点灯タイミング（２）は、１フレーム期間を１垂直期間Ｔとして、垂直同期信号ＶＳＹ
ＮＣを基準に、遅延時間が３Ｔ／４、点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイミ
ングで点灯するモードである。
【００２３】
　なお、２Ｄモード時、３Ｄモード時の点灯タイミングが上記の点灯タイミング（１）、
（２）に限定されるわけではないことは前述の通りである。
【００２４】
　ここで、従来の液晶表示装置において、図１３に点灯タイミング（１）から点灯タイミ
ング（２）への切り替えが行われた場合についての点灯タイミング（３）を示す。
【００２５】
　ユーザの操作などによって、点灯タイミング（１）から点灯タイミング（２）への切り
替えが行われたとすると、点灯タイミング（１）で点灯していたサイクルから点灯タイミ
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ング（２）で点灯するサイクルへの切り替えが、連続したフレームで行われる。これによ
り、変化Ａで示すように、点灯タイミング（１）による最後の点灯から点灯タイミング（
２）による最初の点灯までの消灯時間が、点灯タイミング（１）および（２）のそれぞれ
における周期的な消灯時間よりも長くなる。従って、点灯タイミング（１）から点灯タイ
ミング（２）への切り替えが起きる際に、この切り替えが人間の目にＬＥＤ点灯のちらつ
きとして認識されることになる。
【００２６】
　また、図１４では、図１３とは逆に、点灯タイミング（２）から点灯タイミング（１）
への切り替えが行われた場合についての点灯タイミング（３）を示す。点灯タイミング（
２）から点灯タイミング（１）の切り替えが起きると、点灯タイミング（１）から点灯タ
イミング（２）への切り替えの場合とは異なり、変化Ｂで示すように、点灯タイミング（
１）による最後の点灯から点灯タイミング（２）による最初の点灯までの消灯時間が、点
灯タイミング（１）および（２）のそれぞれにおける周期的な消灯時間よりも短くなる。
従って、点灯タイミング（１）から点灯タイミング（２）への切り替えが起きる際に、こ
の切り替えが人間の目にＬＥＤ点灯のちらつきとして認識されることになる。
【００２７】
　このように、バックライト光源を間欠点灯させる従来の液晶表示装置においては、バッ
クライト光源の点灯／消灯のタイミング変更時に、パルス幅変調により制御されるデュー
ティ比の時間軸上における規則性が一瞬崩れるために、映像がちらついて見えてしまうと
いう問題があった。ＴＶの表示品位の観点からは、このようなちらつきを低減することが
望ましい。
【００２８】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、バックライト光源の間欠点灯タイミ
ングを切り替えても映像のちらつきが発生しにくい液晶表示装置およびそれを備える液晶
テレビジョン装置ならびに液晶表示装置の駆動方法を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２９】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　バックライト光源と上記バックライト光源の点灯タイミングを制御するバックライト光
源制御部とを備え、上記バックライト光源制御部が上記バックライト光源を１フレーム期
間内で間欠点灯させるように上記点灯タイミングの制御を行う液晶表示装置であって、
　上記バックライト光源制御部は、
　表示する映像信号の上記点灯タイミングのパターンが切り替わることを上記バックライ
ト光源制御部の外部から指示されると、切替え前の上記点灯タイミングのパターンの時間
軸をＮ分の１（Ｎは２以上の整数）に圧縮した第１の圧縮点灯タイミングのパターンで駆
動される１つ以上のフレーム期間と、切替え後の上記点灯タイミングのパターンの時間軸
をＮ分の１に圧縮した第２の圧縮点灯タイミングのパターンで駆動される１つ以上のフレ
ーム期間とを合せたＭ個（ＭはＮ以上の整数）のフレーム期間からなる切替え期間を、切
替え前の上記点灯タイミングによる最終フレーム期間と、切替え後の上記点灯タイミング
による開始フレーム期間との間に設けることを特徴としている。
【００３０】
　上記の発明によれば、切替え期間には、第１の圧縮点灯タイミングあるいは第２の圧縮
点灯タイミングのパターンで駆動されるフレーム期間という点灯タイミングの切替え前後
の１フレーム期間よりも短い期間に、切替え前と同じデューティ比での点灯制御が行われ
ることとなる。従って、異なる点灯タイミングどうしが切替え前後で接続されたとしても
、各点灯タイミングの独自の遅延時間および点灯時間に従った点灯パターンどうしの間に
切替え期間による滑らかな点灯パターンの遷移期間が挿入されるので、点灯パターンの急
峻な切替えが知覚されることを緩和することができる。
【００３１】
　以上により、バックライト光源の間欠点灯タイミングを切り替えても映像のちらつきが
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発生しにくい液晶表示装置を実現することができるという効果を奏する。
【００３２】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　上記切替え期間の最初のｋ個（ｋは１以上Ｎ未満の整数）のフレーム期間は上記第１の
圧縮点灯タイミングのパターンで駆動され、上記切替え期間の残りのＮ－ｋ個のフレーム
期間は上記第２の圧縮点灯タイミングで駆動されることを特徴としている。
【００３３】
　上記の発明によれば、切替え前の点灯タイミングから切替え後の点灯タイミングへ非常
に滑らかに移行することが可能になるという効果を奏する。
【００３４】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　Ｎ＝２であることを特徴としている。
【００３５】
　上記の発明によれば、切替え期間には、切替え前後の時間軸を２分の１に圧縮した点灯
タイミングとなるので、本発明の点灯タイミングの切替えを汎用の駆動周波数の液晶表示
装置に用に適用することができるという効果を奏する。
【００３６】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　上記バックライト光源は直下型のバックライトであることを特徴としている。
【００３７】
　上記の発明によれば、バックライト光源の点灯領域をパネルの縦方向に複数に分割する
ことができるので、ホールド型表示をインパルス型表示に近付けて残像効果を低減させる
のに有利であるという効果を奏する。
【００３８】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　上記バックライト光源はサイド照射型のバックライトであることを特徴としている。
【００３９】
　上記の発明によれば、バックライト光源をエッジサイドに配置するだけでよいので、構
成が簡単になるという効果を奏する。
【００４０】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　上記点灯タイミングの切替えは、２次元映像モードによる上記点灯タイミングと３次元
映像モードによる上記点灯タイミングとの間の切替えであることを特徴としている。
【００４１】
　上記の発明によれば、点灯タイミングのパターンが切り替わる典型的な映像表示におい
て、切替え時のちらつきを有効に抑制することができるという効果を奏する。
【００４２】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　上記点灯タイミングの切替えは、３次元映像モードによる上記点灯タイミングどうしの
切替えであることを特徴としている。
【００４３】
　上記の発明によれば、点灯タイミングのパターンが切り替わる典型的な映像表示におい
て、切替え時のちらつきを有効に抑制することができるという効果を奏する。
【００４４】
　本発明の液晶テレビジョン装置は、上記課題を解決するために、
　上記液晶表示装置を備え、上記液晶表示装置によって映像表示を行うことを特徴として
いる。
【００４５】
　上記の発明によれば、バックライト光源の間欠点灯タイミングを切り替えても映像のち
らつきが発生しにくい液晶テレビジョン装置を実現することができるという効果を奏する
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。
【００４６】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、
　バックライト光源を備える液晶表示装置の上記バックライト光源の点灯タイミングを１
フレーム期間内で間欠点灯させるように制御する液晶表示装置の駆動方法であって、
　表示する映像信号の上記点灯タイミングのパターンを切り替えるときに、切替え前の上
記点灯タイミングのパターンの時間軸をＮ分の１（Ｎは２以上の整数）に圧縮した第１の
圧縮点灯タイミングのパターンで駆動される１つ以上のフレーム期間と、切替え後の上記
点灯タイミングのパターンの時間軸をＮ分の１に圧縮した第２の圧縮点灯タイミングのパ
ターンで駆動される１つ以上のフレーム期間とを合せたＭ個（ＭはＮ以上の整数）のフレ
ーム期間からなる切替え期間を、切替え前の上記点灯タイミングによる最終フレーム期間
と、切替え後の上記点灯タイミングによる開始フレーム期間との間に設けることを特徴と
している。
【００４７】
　上記の発明によれば、切替え期間には、第１の圧縮点灯タイミングあるいは第２の圧縮
点灯タイミングのパターンで駆動されるフレーム期間という点灯タイミングの切替え前後
の１フレーム期間よりも短い期間に、切替え前と同じデューティ比での点灯制御が行われ
ることとなる。従って、異なる点灯タイミングどうしが切替え前後で接続されたとしても
、各点灯タイミングの独自の遅延時間および点灯時間に従った点灯パターンどうしの間に
切替え期間による滑らかな点灯パターンの遷移期間が挿入されるので、点灯パターンの急
峻な切替えが知覚されることを緩和することができる。
【００４８】
　以上により、バックライト光源の間欠点灯タイミングを切り替えても映像のちらつきが
発生しにくい液晶表示装置の駆動方法を実現することができるという効果を奏する。
【００４９】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、
　上記切替え期間の最初のｋ個（ｋは１以上Ｎ未満の整数）のフレーム期間を上記第１の
圧縮点灯タイミングのパターンで駆動し、上記切替え期間の残りのＮ－ｋ個のフレーム期
間を上記第２の圧縮点灯タイミングで駆動することを特徴としている。
【００５０】
　上記の発明によれば、切替え前の点灯タイミングから切替え後の点灯タイミングへ非常
に滑らかに移行することが可能になるという効果を奏する。
【発明の効果】
【００５１】
　本発明の液晶表示装置は、以上のように、
　バックライト光源と上記バックライト光源の点灯タイミングを制御するバックライト光
源制御部とを備え、上記バックライト光源制御部が上記バックライト光源を１フレーム期
間内で間欠点灯させるように上記点灯タイミングの制御を行う液晶表示装置であって、
　上記バックライト光源制御部は、
　表示する映像信号の上記点灯タイミングのパターンが切り替わることを上記バックライ
ト光源制御部の外部から指示されると、切替え前の上記点灯タイミングのパターンの時間
軸をＮ分の１（Ｎは２以上の整数）に圧縮した第１の圧縮点灯タイミングのパターンで駆
動される１つ以上のフレーム期間と、切替え後の上記点灯タイミングのパターンの時間軸
をＮ分の１に圧縮した第２の圧縮点灯タイミングのパターンで駆動される１つ以上のフレ
ーム期間とを合せたＭ個（ＭはＮ以上の整数）のフレーム期間からなる切替え期間を、切
替え前の上記点灯タイミングによる最終フレーム期間と、切替え後の上記点灯タイミング
による開始フレーム期間との間に設ける。
【００５２】
　以上により、バックライト光源を間欠点灯タイミングを切り替えても映像のちらつきが
発生しにくい液晶表示装置を実現することができるという効果を奏する。
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【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、第１の実施例に係る液晶表示装置の第１の
点灯タイミングを示すタイミングチャートである。
【図２】本発明の実施形態を示すものであり、第１の実施例に係る液晶表示装置の第２の
点灯タイミングを示すタイミングチャートである。
【図３】本発明の実施形態を示すものであり、第２の実施例に係る液晶表示装置の点灯タ
イミングを示すタイミングチャートである。
【図４】本発明の実施形態を示すものであり、第３の実施例に係る液晶表示装置の点灯タ
イミングを示すタイミングチャートである。
【図５】本発明の実施形態を示すものであり、第４の実施例に係る液晶表示装置の点灯タ
イミングを示すタイミングチャートである。
【図６】本発明の実施形態を示すものであり、液晶表示装置の構成を示すブロック図であ
る。
【図７】図６の液晶表示装置が備えるバックライト光源制御部の構成を示すブロック図で
ある。
【図８】従来技術を示すものであり、パルス幅変調を説明する信号の波形図である。
【図９】従来技術を示すものであり、液晶表示装置が備えるバックライト光源制御部の構
成を示すブロック図である。
【図１０】図９のバックライト光源制御部による点灯タイミングの制御の仕方を説明する
信号の波形図である。
【図１１】図９のバックライト光源制御部により制御される第１の点灯タイミングを説明
するタイミングチャートである。
【図１２】図９のバックライト光源制御部により制御される第２の点灯タイミングを説明
するタイミングチャートである。
【図１３】図９のバックライト光源制御部により制御される第１のパターンの点灯タイミ
ングの切替えを説明するタイミングチャートである。
【図１４】図９のバックライト光源制御部により制御される第２のパターンの点灯タイミ
ングの切替えを説明するタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００５４】
　本発明の実施形態について図１ないし図７を用いて説明すれば、以下の通りである。
（液晶表示装置のシステム構成）
　図１に、本実施形態における液晶表示装置１０のシステム構成の要部を示す。
【００５５】
　液晶表示装置１０は、メイン制御部１、バックライト光源制御部２、ＬＥＤドライバ３
、バックライト光源４、液晶パネル制御部５、および、液晶パネル６を備えている。
【００５６】
　メイン制御部１は、ＣＰＵ（演算手段）やＥＥＰＲＯＭ（不揮発性メモリ）などを備え
、各種の制御プログラムを実行することにより、当該液晶表示装置１０を統括的に制御す
るものである。
【００５７】
　ＬＥＤドライバ３は、バックライト光源制御部２からの制御指令（例えばデューティ比
）に従って、バックライト光源４の各ＬＥＤに対する供給電力を調節することにより、該
バックライト光源４の各ＬＥＤの発光の有無やその強度を調整する。
【００５８】
　以下、ＬＥＤドライバ３において、バックライト光源４を発光させるために発生する信
号をＬＥＤ駆動信号という。前記ＬＥＤ駆動信号は、例えば、バックライト光源４への電
力供給の有無を切り替えるＦＥＴやトランジスタに入力される信号である。ＬＥＤドライ
バ３では、ＬＥＤ駆動信号の点滅制御の一例であるパルス幅変調（ＰＷＭ）制御を行うこ
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とにより、バックライト光源４の各ＬＥＤに供給される電力が調整される。係るＰＷＭ制
御では、予め定められた制御周波数でＬＥＤ駆動信号のＯＮ／ＯＦＦが切り替えられ、バ
ックライト光源４が点滅する。
【００５９】
　ここで、液晶表示装置１０では、ＬＥＤ駆動信号がバックライト光源制御部２にも入力
されるように構成されている。これにより、バックライト光源制御部２では、ＬＥＤ駆動
信号のＯＮ／ＯＦＦ、即ちバックライト光源４の発光／消灯のタイミングを検知すること
が可能である。
【００６０】
　バックライト光源制御部２は、ＬＥＤドライバ３に制御指令を与えることにより、バッ
クライト光源４の各ＬＥＤの発光の有無やその強度を制御するものである。ここでは特に
、前記ＰＷＭ制御などによって、バックライト光源を１フレーム期間内で間欠点灯させる
ように制御を行う。なお、バックライト光源制御部２は、例えばＦＰＧＡやＡＳＩＣ等に
より具現化されている。
【００６１】
　また、バックライト光源４としては、直下型蛍光灯ランプの他に、直下型またはサイド
照射型（エッジライト型）のＬＥＤ光源・ＥＬ光源などを用いることができる。特にＬＥ
Ｄ（発光ダイオード）は応答速度が数十ｎｓ～数百ｎｓであり、蛍光灯ランプのミリ秒オ
ーダーに比べて応答性が良好なため、よりスイッチングに適した点灯／消灯状態を実現す
ることが可能である。直下型では、背景技術で述べたように、バックライト光源４の点灯
領域（ＬＥＤ領域）をパネルの縦方向に複数に分割することができるので、ホールド型表
示をインパルス型表示に近付けて残像効果を低減させるのに有利である。サイド照射型で
は、バックライト光源をエッジサイドに配置するだけでよいので、構成が簡単になる。
【００６２】
　液晶パネル制御部５は、メイン制御部１から映像データを受け取り、内部で発生するタ
イミング信号を基にして液晶パネル６の表示駆動を制御する。
【００６３】
　次に、図２に、上記バックライト光源制御部２の詳細ブロック図を示す。
【００６４】
　バックライト光源制御部２は、メイン制御部Ｉ／Ｆ２ａ、点灯タイミング変更検出部２
ｂ、１フレーム時間制御部２ｃ、遅延時間制御部２ｄ、ＰＷＭ制御部２ｅ、および、ＬＥ
ＤドライバＩ／Ｆ２ｆを備えている。
【００６５】
　メイン制御部Ｉ／Ｆ２ａは、メイン制御部１ａから送信されるバックライト光源４の点
灯指示信号の解釈を行い、バックライト光源４の点灯制御における１フレーム期間、遅延
時間、および、点灯時間（デューティ比）の抽出を行うブロックである。
【００６６】
　点灯タイミング変更検出部２ｂは、バックライト光源制御部２の外部にあるメイン制御
部１ａから送信される点灯制御信号に変更がないか、どうかの検出を行うブロックである
。当該点灯制御信号には、表示する映像信号の点灯タイミングのパターン（以下、単に「
点灯タイミング」と称する）を切り替えるか否かの指示が含まれている。
【００６７】
　１フレーム時間制御部２ｃは、バックライト光源４の点灯に対する１フレーム時間（１
フレーム期間の長さ）の制御を行うブロックである。
【００６８】
　遅延時間制御部２ｄは、垂直同期信号ＶＳＹＮＣのタイミングから点灯が開始されるタ
イミングまでの遅延時間の制御を行うブロックである。
【００６９】
　ＰＷＭ制御部２ｅは、１フレーム期間での点灯時間（デューティ比）の制御を行うブロ
ックである。
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【００７０】
　ＬＥＤドライバＩ／Ｆ２ｆは、１フレーム時間制御部２ｃ、遅延時間制御部２ｄ、およ
びＰＷＭ制御部ｅで決定された点灯タイミング情報を基に、使用するＬＥＤドライバに応
じて、点灯制御を行うためのブロックである。
【００７１】
　点灯タイミング変更検出部２ｂでは、メイン制御部Ｉ／Ｆ２ａで抽出される１フレーム
期間、遅延時間、および点灯時間（デューティ比）のモニタを行い、連続したフレーム間
でモニタ値に変更が発生しているか否かの検出結果を、１フレーム時間制御部２ｃ、遅延
時間制御部２ｄ、およびＰＷＭ制御部２ｅに通知する。
【００７２】
　１フレーム時間制御部２ｃ、遅延時間制御部２ｄ、およびＰＷＭ制御部２ｅの各ブロッ
クは、点灯タイミング変更検出部２ｂから点灯タイミングの変更を検出したという通知を
受けると、後述するように、次のフレームにおいてＮ倍速駆動（Ｎは２以上の整数）によ
りバックライト光源４の点灯制御を行う。
【００７３】
　次に、本実施形態におけるバックライト光源４の点灯タイミングの切り替えについて、
以下に実施例を挙げて説明する。
【実施例１】
【００７４】
　図１および図２に、本実施例における、ＬＥＤの点灯タイミングの切替えが発生した場
合のＬＥＤの点灯タイミングを示す。ここで説明する液晶表示装置１０では、図１および
図２に示すように、２Ｄモード時の点灯タイミング（以下、点灯タイミング（１）とする
）と３Ｄモード時の点灯タイミング（以下、点灯タイミング（２）とする）との切り替え
が可能であるとする。
【００７５】
　点灯タイミング（１）は、表示の１垂直期間をＴとすると、垂直同期信号ＶＳＹＮＣの
タイミングを基準にして、点灯期間を決定する点灯パルスＰ１までの遅延時間がＴ／２、
点灯パルスＰ１のパルス幅である点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイミング
で点灯するモードである。ここでは、図示された点灯タイミング（１）を、通常周波数（
例えば日本では６０Ｈｚ、欧州では５０Ｈｚ）で駆動した場合の点灯タイミングであり、
１垂直期間Ｔが１フレーム期間に等しい。
【００７６】
　点灯タイミング（２）は、表示の１垂直期間をＴとすると、垂直同期信号ＶＳＹＮＣの
タイミングを基準にして、点灯期間を決定する点灯パルスＰ２までの遅延時間が３Ｔ／４
、点灯パルスＰ２のパルス幅である点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイミン
グで点灯するモードである。ここでは、図示された点灯タイミング（１）を、通常周波数
で駆動した場合の点灯タイミングであり、１垂直期間Ｔが１フレーム期間に等しい。
【００７７】
　点灯タイミング（１）と点灯タイミング（２）とで、通常周波数駆動による１フレーム
期間は互いに等しい。
【００７８】
　本実施例では、点灯タイミング（１）および点灯タイミング（２）を上記のタイミング
に規定するが、２Ｄモード時および３Ｄモード時の点灯タイミングは上記の点灯タイミン
グに限定されるわけではない。
【００７９】
　図１に、通常周波数駆動による点灯タイミング（１）から通常周波数駆動による点灯タ
イミング（２）への切り替えが行われる場合の点灯パターンである点灯タイミング（３）
を示す。
【００８０】
　本実施例の液晶表示装置１０では、メイン制御部１からバックライト光源制御部２に点
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灯タイミングの切替えが指示され、バックライト光源制御部２において点灯タイミング変
更検出部２ｂが当該点灯タイミングの切替えが指示されたことを検出すると、切替え前の
通常周波数駆動による点灯タイミング（１）の最終フレーム期間（ここでは最終垂直期間
Ｘ）と、切替え後の通常周波数駆動による点灯タイミング（２）の開始フレーム期間（こ
こでは開始垂直期間Ｚ）との間に、切替え前後の点灯パターンの１フレーム期間の長さに
等しい切替え期間Ｙが設けられる。当該切替え期間Ｙにおいては、倍速駆動（例えば日本
では１２０Ｈｚ、欧州では１００Ｈｚ）によってバックライト光源４の点灯制御を行う。
当該切替え期間Ｙは、長さがＴ／２ずつの２つのフレーム期間（切替えフレーム期間）に
分けて駆動される。最初のＴ／２期間である第１のフレーム期間Ｙ１では、点灯タイミン
グ（１）を基にした点灯タイミングで点灯制御が行われる。２番目のＴ／２期間である第
２のフレーム期間Ｙ２では、点灯タイミング（２）を基にした点灯タイミングで点灯制御
が行われる。
【００８１】
　点灯タイミングの切替えを具体的に説明すると、点灯タイミングの切替え前は、通常周
波数駆動の点灯タイミング（１）によって、遅延時間Ｔ／２、点灯時間Ｔ／４（デューテ
ィ比２５％）で点灯制御が行われる。
【００８２】
　点灯タイミング変更検出部２ｂによって点灯タイミングの切替え指示が検出されると、
倍速駆動の切替え期間Ｙに移行する。切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１では、点灯
タイミング（１）の時間軸を２分の１に圧縮した点灯タイミングで点灯制御が行われる。
このとき、点灯期間を決定する点灯パルスＰ３までの遅延時間は点灯タイミング（１）の
遅延時間Ｔ／２の２分の１の遅延時間Ｔ／４、点灯パルスＰ３の点灯時間は点灯タイミン
グ（１）の点灯時間Ｔ／４の２分の１の点灯時間Ｔ／８となる。
【００８３】
　切替え期間Ｙの第２のフレーム期間Ｙ２では、点灯タイミング（２）の時間軸を２分の
１に圧縮した点灯タイミングで点灯制御が行われる。このとき、点灯期間を決定する点灯
パルスＰ４までの遅延時間は点灯タイミング（２）の遅延時間３Ｔ／４の２分の１の遅延
時間３Ｔ／８、点灯パルスＰ４の点灯時間は点灯タイミング（２）の点灯時間Ｔ／４の２
分の１の点灯時間Ｔ／８となる。
【００８４】
　切替え期間Ｙが終了すると、通常周波数駆動の点灯タイミング（２）によって、遅延時
間３Ｔ／４、点灯時間Ｔ／４（デューティ比２５％）で点灯制御が行われる。
【００８５】
　上記点灯パルスＰ３の第１のフレーム期間Ｙ１におけるデューティ比は２５％であり、
点灯タイミング（１）における点灯パルスＰ１のデューティ比に等しい。また、上記点灯
パルスＰ４の第２のフレーム期間Ｙ２におけるデューティ比は２５％であり、点灯タイミ
ング（２）における点灯パルスＰ２のデューティ比に等しい。
【００８６】
　従って、切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１という点灯タイミングの切替え前の１
フレーム期間よりも短い期間に、切替え前と同じデューティ比での点灯制御が行われると
ともに、切替え期間Ｙの第２のフレーム期間Ｙ２という点灯タイミングの切替え後の１フ
レーム期間よりも短い期間に、切替え後と同じデューティ比での点灯制御が行われること
となる。従って、異なる点灯タイミングどうしが切替え前後で接続されたとしても、各点
灯タイミングの独自の遅延時間および点灯時間に従った点灯パターンどうしの間に切替え
期間Ｙによる滑らかな点灯パターンの遷移期間が挿入されるので、点灯パターンの急峻な
切替えが知覚されることを緩和することができる。
【００８７】
　次に、図２に、通常周波数駆動による点灯タイミング（２）から通常周波数駆動による
点灯タイミング（１）への切り替えが行われる場合の点灯パターンである点灯タイミング
（３）を示す。
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【００８８】
　図２の場合も図１の場合と同様に、切替え前の点灯タイミング（２）の最終フレーム（
ここでは最終垂直期間Ｘ）と、切替え後の点灯タイミング（１）の開始フレーム（ここで
は開始垂直期間Ｚ）との間に、切替え前後の点灯パターンの１フレーム期間の長さに等し
い切替え期間Ｙが設けられる。当該切替え期間Ｙにおいては、倍速駆動によってバックラ
イト光源４の点灯制御を行う。当該切替え期間Ｙは、長さがＴ／２ずつの２つのフレーム
期間（切替えフレーム期間）に分けて駆動される。当該切替え期間Ｙの最初の期間Ｔ／２
にあたる第１のフレーム期間Ｙ１では点灯タイミング（２）を基にした点灯タイミングで
点灯制御を行い、当該切替え期間Ｙの２番目の期間Ｔ／２にあたる第２のフレーム期間Ｙ
２では点灯タイミング（１）を基にした点灯タイミングで点灯制御を行う。
【００８９】
　点灯タイミングの切替えを具体的に説明すると、点灯タイミングの切替え前は、通常周
波数駆動の点灯タイミング（２）によって、遅延時間３Ｔ／４、点灯時間Ｔ／４（デュー
ティ比２５％）で点灯制御が行われる。
【００９０】
　点灯タイミング変更検出部２ｂによって点灯タイミングの切替え指示が検出されると、
倍速駆動の切替え期間Ｙに移行する。切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１では、点灯
タイミング（２）の時間軸を２分の１に圧縮した点灯タイミングで点灯制御が行われる。
このとき、点灯期間を決定する点灯パルスＰ４までの遅延時間は点灯タイミング（２）の
遅延時間３Ｔ／４の２分の１の遅延時間３Ｔ／８、点灯パルスＰ４の点灯時間は点灯タイ
ミング（２）の点灯時間Ｔ／４の２分の１の点灯時間Ｔ／８となる。
【００９１】
　切替え期間Ｙの第２のフレーム期間Ｙ２では、点灯タイミング（１）の時間軸を２分の
１に圧縮した点灯タイミングで点灯制御が行われる。このとき、点灯期間を決定する点灯
パルスＰ３までの遅延時間は点灯タイミング（１）の遅延時間Ｔ／２の２分の１の遅延時
間Ｔ／４、点灯パルスＰ３の点灯時間は点灯タイミング（１）の点灯時間Ｔ／４の２分の
１の点灯時間Ｔ／８となる。
【００９２】
　切替え期間Ｙが終了すると、通常周波数駆動の点灯タイミング（１）によって、遅延時
間Ｔ／２、点灯時間Ｔ／４（デューティ比２５％）で点灯制御が行われる。
【００９３】
　上記点灯パルスＰ４の第１のフレーム期間Ｙ１におけるデューティ比は２５％であり、
点灯タイミング（２）における点灯パルスＰ２のデューティ比に等しい。また、上記点灯
パルスＰ３の第２のフレーム期間Ｙ２におけるデューティ比は２５％であり、点灯タイミ
ング（１）における点灯パルスＰ１のデューティ比に等しい。
【００９４】
　従って、切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１という点灯タイミングの切替え前の１
フレーム期間よりも短い期間に、切替え前と同じデューティ比での点灯制御が行われると
ともに、切替え期間Ｙの第２のフレーム期間Ｙ２という点灯タイミングの切替え後の１フ
レーム期間よりも短い期間に、切替え後と同じデューティ比での点灯制御が行われること
となる。従って、異なる点灯タイミングどうしが切替え前後で接続されたとしても、各点
灯タイミングの独自の遅延時間および点灯時間に従った点灯パターンどうしの間に切替え
期間Ｙによる滑らかな点灯パターンの遷移期間が挿入されるので、点灯パターンの急峻な
切替えが知覚されることを緩和することができる。
【００９５】
　なお、切替え期間Ｙは、一般に、切替え前の点灯タイミングの時間軸をＮ分の１（Ｎは
２以上の整数）に圧縮した点灯タイミング（第１の圧縮点灯タイミング）の切替えフレー
ム期間と、切替え後の点灯タイミングの時間軸をＮ分の１に圧縮した点灯タイミング（第
２の圧縮点灯タイミング）の切替えフレーム期間とのＭ個（ＭはＮ以上の整数）の切替え
フレーム期間で構成することができる。そのときに、第１の圧縮点灯タイミングの切替え
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フレーム期間と第２の圧縮点灯タイミングの切替えフレーム期間とがそれぞれ１つ以上含
まれるようにする。本実施例ではＮ＝Ｍ＝２である。
【００９６】
　また、切替え期間Ｙの最初のｋ個（ｋは１以上Ｎ未満の整数）の切替えフレーム期間は
第１の圧縮点灯タイミングとし、切替え期間Ｙの残りのＮ－ｋ個の切替えフレーム期間は
第２の圧縮点灯タイミングとするのが好ましい。この場合には、切替え前の点灯タイミン
グから切替え後の点灯タイミングへ非常に滑らかに移行することが可能になる。
【実施例２】
【００９７】
　図３に、本実施例における、ＬＥＤの点灯タイミングの切替えが発生した場合のＬＥＤ
の点灯タイミングを示す。ここで説明する液晶表示装置１０では、図３に示すように、２
Ｄモード時の点灯タイミング（以下、点灯タイミング（１）とする）と３Ｄモード時の点
灯タイミング（以下、点灯タイミング（２）とする）との切り替えが可能であるとする。
【００９８】
　点灯タイミング（１）は、表示の１垂直期間をＴとすると、垂直同期信号ＶＳＹＮＣの
タイミングを基準にして、点灯期間を決定する点灯パルスＰ１までの遅延時間がＴ／２、
点灯パルスＰ１のパルス幅である点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイミング
で点灯するモードである。ここでは、図示された点灯タイミング（１）を、通常周波数（
例えば日本では６０Ｈｚ、欧州では５０Ｈｚ）で駆動した場合の点灯タイミングであり、
１垂直期間が１フレーム期間に等しい。
【００９９】
　点灯タイミング（２）は、表示の１垂直期間をＴとすると、垂直同期信号ＶＳＹＮＣの
タイミングを基準にして、点灯期間を決定する点灯パルスＰ２までの遅延時間が３Ｔ／４
、点灯パルスＰ２のパルス幅である点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイミン
グで点灯するモードである。ここでは、図示された点灯タイミング（２）を、通常周波数
で駆動した場合の点灯タイミングであり、１垂直期間が１フレーム期間に等しい。
【０１００】
　点灯タイミング（１）と点灯タイミング（２）とで、通常周波数駆動による１フレーム
期間は互いに等しい。
【０１０１】
　本実施例では、点灯タイミング（１）および点灯タイミング（２）を上記のタイミング
に規定するが、２Ｄモード時および３Ｄモード時の点灯タイミングは上記の点灯タイミン
グに限定されるわけではない。
【０１０２】
　図３では、倍速駆動（例えば日本では１２０Ｈｚ、欧州では１００Ｈｚ）による点灯タ
イミング（２）から倍速駆動による点灯タイミング（１）への切り替えが行われる場合の
点灯パターンである点灯タイミング（３）が示されている。
【０１０３】
　切替え前の倍速駆動による点灯タイミング（２）の最終フレーム（ここでは最終垂直期
間Ｘの後半フレーム期間）と、切替え後の倍速駆動による点灯タイミング（１）の開始フ
レーム（ここでは開始垂直期間Ｚの前半フレーム期間）との間に、倍速駆動における１フ
レーム期間の長さの２倍に等しい切替え期間Ｙが設けられる。当該切替え期間Ｙにおいて
は、４倍速駆動（例えば日本では２４０Ｈｚ、欧州では２００Ｈｚ）によってバックライ
ト光源４の点灯制御が行われる。当該切替え期間Ｙは、長さがＴ／４ずつの４つのフレー
ム期間（切替えフレーム期間）に分けて駆動される。最初のＴ／４期間である第１のフレ
ーム期間Ｙ１と、２番目のＴ／４期間である第２のフレーム期間Ｙ２とでは、点灯タイミ
ング（２）を基にした点灯タイミングで点灯制御が行われる。３番目のＴ／４期間である
第３のフレーム期間Ｙ３と、４番目のＴ／４期間である第４のフレーム期間Ｙ４とでは、
点灯タイミング（１）を基にした点灯タイミングで点灯制御が行われる。
【０１０４】
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　点灯タイミングの切替えを具体的に説明すると、点灯タイミングの切替え前は、倍速駆
動の点灯タイミング（２）によって点灯制御が行われる。倍速駆動の点灯タイミング（２
）では、１垂直期間Ｔ／２において、垂直同期信号ＶＳＹＮＣのタイミングを２分周した
タイミングを基準として、点灯期間を決定する点灯パルスＰ５までの遅延時間が３Ｔ／８
、点灯パルスＰ５の点灯時間がＴ／８（デューティ比２５％）となる。これは、通常周波
数駆動による点灯タイミング（２）の時間軸を２分の１に圧縮した点灯タイミングである
。
【０１０５】
　点灯タイミング変更検出部２ｂによって点灯タイミングの切替え指示が検出されると、
４倍速駆動の切替え期間Ｙに移行する。切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１および第
２のフレーム期間Ｙ２では、通常周波数駆動による点灯タイミング（２）の時間軸を４分
の１に圧縮した点灯タイミングで点灯制御が行われる。このとき、点灯期間を決定する点
灯パルスＰ７までの遅延時間は通常周波数駆動による点灯タイミング（２）の遅延時間３
Ｔ／４の４分の１の遅延時間３Ｔ／８、点灯パルスＰ７の点灯時間は通常周波数駆動によ
る点灯タイミング（２）の点灯時間Ｔ／４の４分の１の点灯時間Ｔ／１６となる。
【０１０６】
　切替え期間Ｙの第３のフレーム期間Ｙ３および第４のフレーム期間Ｙ４では、通常周波
数駆動による点灯タイミング（１）の時間軸を４分の１に圧縮した点灯タイミングで点灯
制御が行われる。このとき、点灯期間を決定する点灯パルスＰ８までの遅延時間は通常周
波数駆動による点灯タイミング（１）の遅延時間Ｔ／２の４分の１の遅延時間Ｔ／８、点
灯パルスＰ８の点灯時間は通常周波数駆動による点灯タイミング（１）の点灯時間Ｔ／４
の４分の１の点灯時間Ｔ／１６となる。
【０１０７】
　切替え期間Ｙが終了すると、倍速駆動の点灯タイミング（１）によって点灯制御が行わ
れる。倍速駆動の点灯タイミング（１）では、１垂直期間Ｔ／２において、垂直同期信号
ＶＳＹＮＣのタイミングを２分周したタイミングを基準として、点灯期間を決定する点灯
パルスＰ６までの遅延時間が３Ｔ／８、点灯パルスＰ６の点灯時間がＴ／８（デューティ
比２５％）となる。これは、通常周波数駆動による点灯タイミング（１）の時間軸を２分
の１に圧縮した点灯タイミングである。
【０１０８】
　上記点灯パルスＰ７の第１のフレーム期間Ｙ１および第２のフレーム期間Ｙ２における
デューティ比は２５％であり、倍速駆動による点灯タイミング（２）における点灯パルス
Ｐ５のデューティ比に等しい。また、上記点灯パルスＰ８の第３のフレーム期間Ｙ３およ
び第４のフレーム期間Ｙ４におけるデューティ比は２５％であり、倍速駆動による点灯タ
イミング（１）における点灯パルスＰ６のデューティ比に等しい。
【０１０９】
　従って、切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１および第２のフレーム期間Ｙ２という
点灯タイミングの切替え前の１フレーム期間よりも短い期間に、切替え前と同じデューテ
ィ比での点灯制御が行われるとともに、切替え期間Ｙの第３のフレーム期間Ｙ３および第
４のフレーム期間Ｙ４という点灯タイミングの切替え後の１フレーム期間よりも短い期間
に、切替え後と同じデューティ比での点灯制御が行われることとなる。
【０１１０】
　従って、異なる点灯タイミングどうしが切替え前後で接続されたとしても、各点灯タイ
ミングの独自の遅延時間および点灯時間に従った点灯パターンどうしの間に切替え期間Ｙ
による滑らかな点灯パターンの遷移期間が挿入されるので、点灯パターンの急峻な切替え
が知覚されることを緩和することができる。
【０１１１】
　本実施例では、切替え前後に倍速駆動を行っているため、点灯タイミング（１）から点
灯タイミング（２）へ直接切り替えてももともとちらつきは知覚されにくいが、点灯タイ
ミング（３）を導入することにより、さらにちらつきが知覚されにくくなる。
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【０１１２】
　なお、切替え期間Ｙは、一般に、切替え前の点灯タイミングの時間軸をＮ分の１（Ｎは
２以上の整数）に圧縮した点灯タイミング（第１の圧縮点灯タイミング）の切替えフレー
ム期間と、切替え後の点灯タイミングの時間軸をＮ分の１に圧縮した点灯タイミング（第
２の圧縮点灯タイミング）の切替えフレーム期間とのＭ個（ＭはＮ以上の整数）の切替え
フレーム期間で構成することができる。そのときに、第１の圧縮点灯タイミングの切替え
フレーム期間と第２の圧縮点灯タイミングの切替えフレーム期間とがそれぞれ１つ以上含
まれるようにする。本実施例ではＮ＝２、Ｍ＝４である。
【０１１３】
　また、切替え期間Ｙの最初のｋ個（ｋは１以上Ｎ未満の整数）の切替えフレーム期間は
第１の圧縮点灯タイミングとし、切替え期間Ｙの残りのＮ－ｋ個の切替えフレーム期間は
第２の圧縮点灯タイミングとするのが好ましい。この場合には、切替え前の点灯タイミン
グから切替え後の点灯タイミングへ非常に滑らかに移行することが可能になる。
【実施例３】
【０１１４】
　図４に、本実施例における、ＬＥＤの点灯タイミングの切替えが発生した場合のＬＥＤ
の点灯タイミングを示す。ここで説明する液晶表示装置１０では、図４に示すように、２
Ｄモード時の点灯タイミング（以下、点灯タイミング（１）とする）と３Ｄモード時の点
灯タイミング（以下、点灯タイミング（２）とする）との切り替えが可能であるとする。
【０１１５】
　点灯タイミング（１）は、表示の１垂直期間をＴとすると、垂直同期信号ＶＳＹＮＣの
タイミングを基準にして、点灯期間を決定する点灯パルスＰ１までの遅延時間がＴ／２、
点灯パルスＰ１のパルス幅である点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイミング
で点灯するモードである。ここでは、図示された点灯タイミング（１）を、通常周波数（
例えば日本では６０Ｈｚ、欧州では５０Ｈｚ）で駆動した場合の点灯タイミングであり、
１垂直期間Ｔが１フレーム期間に等しい。
【０１１６】
　点灯タイミング（２）は、表示の１垂直期間をＴとすると、垂直同期信号ＶＳＹＮＣの
タイミングを基準にして、点灯期間を決定する点灯パルスＰ２までの遅延時間が３Ｔ／４
、点灯パルスＰ２のパルス幅である点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイミン
グで点灯するモードである。ここでは、図示された点灯タイミング（２）を、通常周波数
で駆動した場合の点灯タイミングであり、１垂直期間Ｔが１フレーム期間に等しい。
【０１１７】
　点灯タイミング（１）と点灯タイミング（２）とで、通常周波数駆動による１フレーム
は互いに等しい。
【０１１８】
　本実施例では、点灯タイミング（１）および点灯タイミング（２）を上記のタイミング
に規定するが、２Ｄモード時および３Ｄモード時の点灯タイミングは上記の点灯タイミン
グに限定されるわけではない。
【０１１９】
　図４では、通常周波数駆動による点灯タイミング（２）から通常周波数駆動による点灯
タイミング（１）への切り替えが行われる場合の点灯パターンである点灯タイミング（３
）が示されている。
【０１２０】
　切替え前の通常周波数駆動による点灯タイミング（２）の最終フレーム（ここでは最終
垂直期間Ｘ）と、切替え後の通常周波数駆動による点灯タイミング（１）の開始フレーム
（ここでは開始垂直期間Ｚ）との間に、通常周波数駆動における１フレーム期間の長さに
等しい切替え期間Ｙが設けられる。当該切替え期間Ｙにおいては、４倍速駆動（例えば日
本では２４０Ｈｚ、欧州では２００Ｈｚ）によってバックライト光源４の点灯制御を行う
。当該切替え期間Ｙは、長さがＴ／４ずつの４つのフレーム期間（切替えフレーム期間）
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に分けて駆動される。最初のＴ／４期間である第１のフレーム期間Ｙ１と、２番目のＴ／
４期間である第２のフレーム期間Ｙ２とでは、点灯タイミング（２）を基にした点灯タイ
ミングで点灯制御が行われる。３番目のＴ／４期間である第３のフレーム期間Ｙ３と、４
番目のＴ／４期間である第４のフレーム期間Ｙ４とでは、点灯タイミング（１）を基にし
た点灯タイミングで点灯制御が行われる。
【０１２１】
　点灯タイミングの切替えを具体的に説明すると、点灯タイミングの切替え前は、通常周
波数駆動の点灯タイミング（２）によって点灯制御が行われる。
【０１２２】
　点灯タイミング変更検出部２ｂによって点灯タイミングの切替え指示が検出されると、
４倍速駆動の切替え期間Ｙに移行する。切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１および第
２のフレーム期間Ｙ２では、通常周波数駆動による点灯タイミング（２）の時間軸を４分
の１に圧縮した点灯タイミングで点灯制御が行われる。このとき、点灯期間を決定する点
灯パルスＰ７までの遅延時間は通常周波数駆動による点灯タイミング（２）の遅延時間３
Ｔ／４の４分の１の遅延時間３Ｔ／８、点灯パルスＰ７の点灯時間は通常周波数駆動によ
る点灯タイミング（２）の点灯時間Ｔ／４の４分の１の点灯時間Ｔ／１６となる。
【０１２３】
　切替え期間Ｙの第３のフレーム期間Ｙ３および第４のフレーム期間Ｙ４では、通常周波
数駆動による点灯タイミング（１）の時間軸を４分の１に圧縮した点灯タイミングで点灯
制御が行われる。このとき、点灯期間を決定する点灯パルスＰ８までの遅延時間は通常周
波数駆動による点灯タイミング（１）の遅延時間Ｔ／２の４分の１の遅延時間Ｔ／８、点
灯パルスＰ８の点灯時間は通常周波数駆動による点灯タイミング（１）の点灯時間Ｔ／４
の４分の１の点灯時間Ｔ／１６となる。
【０１２４】
　切替え期間Ｙが終了すると、通常周波数駆動の点灯タイミング（１）によって点灯制御
が行われる。
【０１２５】
　上記点灯パルスＰ７の第１のフレーム期間Ｙ１および第２のフレーム期間Ｙ２における
デューティ比は２５％であり、倍速駆動による点灯タイミング（２）における点灯パルス
Ｐ５のデューティ比に等しい。また、上記点灯パルスＰ８の第３のフレーム期間Ｙ３およ
び第４のフレーム期間Ｙ４におけるデューティ比は２５％であり、倍速駆動による点灯タ
イミング（１）における点灯パルスＰ６のデューティ比に等しい。
【０１２６】
　従って、切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１および第２のフレーム期間Ｙ２という
点灯タイミングの切替え前の１フレーム期間よりも短い期間に、切替え前と同じデューテ
ィ比での点灯制御が行われるとともに、切替え期間Ｙの第３のフレーム期間Ｙ３および第
４のフレーム期間Ｙ４という点灯タイミングの切替え後の１フレーム期間よりも短い期間
に、切替え後と同じデューティ比での点灯制御が行われることとなる。従って、異なる点
灯タイミングどうしが切替え前後で接続されたとしても、各点灯タイミングの独自の遅延
時間および点灯時間に従った点灯パターンどうしの間に切替え期間Ｙによる滑らかな点灯
パターンの遷移期間が挿入されるので、点灯パターンの急峻な切替えが知覚されることを
緩和することができる。
【０１２７】
　なお、切替え期間Ｙは、一般に、切替え前の点灯タイミングの時間軸をＮ分の１（Ｎは
２以上の整数）に圧縮した点灯タイミング（第１の圧縮点灯タイミング）の切替えフレー
ム期間と、切替え後の点灯タイミングの時間軸をＮ分の１に圧縮した点灯タイミング（第
２の圧縮点灯タイミング）の切替えフレーム期間とのＭ個（ＭはＮ以上の整数）の切替え
フレーム期間で構成することができる。そのときに、第１の圧縮点灯タイミングの切替え
フレーム期間と第２の圧縮点灯タイミングの切替えフレーム期間とがそれぞれ１つ以上含
まれるようにする。本実施例ではＮ＝Ｍ＝４である。
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【０１２８】
　また、切替え期間Ｙの最初のｋ個（ｋは１以上Ｎ未満の整数）の切替えフレーム期間は
第１の圧縮点灯タイミングとし、切替え期間Ｙの残りのＮ－ｋ個の切替えフレーム期間は
第２の圧縮点灯タイミングとするのが好ましい。この場合には、切替え前の点灯タイミン
グから切替え後の点灯タイミングへ非常に滑らかに移行することが可能になる。
【実施例４】
【０１２９】
　図５に、本実施例における、ＬＥＤの点灯タイミングの切替えが発生した場合のＬＥＤ
の点灯タイミングを示す。ここで説明する液晶表示装置１０では、図５に示すように、第
１の３Ｄモード時の点灯タイミング（以下、点灯タイミング（１）とする）と第２の３Ｄ
モード時の点灯タイミング（以下、点灯タイミング（２）とする）との切り替えが可能で
あるとする。
【０１３０】
　点灯タイミング（１）は、表示の１垂直期間をＴとすると、垂直同期信号ＶＳＹＮＣの
タイミングを基準にして、点灯期間を決定する点灯パルスＰ９までの遅延時間が０、点灯
パルスＰ９のパルス幅である点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイミングで点
灯するモードである。ここでは、図示された点灯タイミング（１）を、通常周波数（例え
ば日本では６０Ｈｚ、欧州では５０Ｈｚ）で駆動した場合の点灯タイミングであり、１垂
直期間Ｔが１フレーム期間に等しい。
【０１３１】
　点灯タイミング（２）は、表示の１垂直期間をＴとすると、垂直同期信号ＶＳＹＮＣの
タイミングを基準にして、点灯期間を決定する点灯パルスＰ１０までの遅延時間が３Ｔ／
４、点灯パルスＰ１０のパルス幅である点灯時間がＴ／４（デューティ比２５％）のタイ
ミングで点灯するモードである。ここでは、図示された点灯タイミング（２）を、通常周
波数で駆動した場合の点灯タイミングであり、１垂直期間Ｔが１フレーム期間に等しい。
【０１３２】
　点灯タイミング（１）と点灯タイミング（２）とで、通常周波数駆動による１フレーム
期間は互いに等しい。
【０１３３】
　本実施例では、点灯タイミング（１）および点灯タイミング（２）を上記のタイミング
に規定するが、３Ｄモード時の点灯タイミングは上記の点灯タイミングに限定されるわけ
ではない。
【０１３４】
　図５では、比較例として点灯タイミング（３）が示されている。点灯タイミング（３）
では、通常周波数駆動による点灯タイミング（１）から通常周波数駆動による点灯タイミ
ング（２）への切り替えが、間に着替えフレームが挿入されずに行われる。これにより、
切替え前の通常周波数駆動による点灯タイミング（１）の最終フレームにおける消灯期間
と、切替え後の通常周波数駆動による点灯タイミング（２）の開始フレームにおける消灯
期間との和の期間ｔ１が、通常周波数駆動の１フレーム期間（１垂直期間Ｔ）よりも長く
なる。このように、点灯タイミング（３）では、切替え時に点灯／消灯の変化する間隔を
特に大きくするような点灯パターンが現れるために、人の目にちらつきが特に認識されや
すい。
【０１３５】
　一方、図５に本実施例の点灯タイミングとして示した点灯タイミング（４）では、切替
え前の通常周波数駆動による点灯タイミング（１）の最終フレーム（ここでは最終垂直期
間Ｘ）と、切替え後の通常周波数駆動による点灯タイミング（２）の開始フレーム（ここ
では開始垂直期間Ｚ）との間に、通常周波数駆動における１フレーム期間の長さに等しい
切替え期間Ｙが設けられる。当該切替え期間Ｙにおいては、倍速駆動（例えば日本では１
２０Ｈｚ、欧州では１００Ｈｚ）によってバックライト光源４の点灯制御を行う。当該切
替え期間Ｙは、長さがＴ／２ずつの２つのフレーム期間（切替えフレーム期間）に分けて
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駆動される。最初のＴ／２期間である第１のフレーム期間Ｙ１では、点灯タイミング（１
）を基にした点灯タイミングで点灯制御が行われる。２番目のＴ／２期間である第２のフ
レーム期間Ｙ２では、点灯タイミング（２）を基にした点灯タイミングで点灯制御が行わ
れる。
【０１３６】
　点灯タイミングの切替えを具体的に説明すると、点灯タイミングの切替え前は、通常周
波数駆動の点灯タイミング（１）によって点灯制御が行われる。
【０１３７】
　点灯タイミング変更検出部２ｂによって点灯タイミングの切替え指示が検出されると、
倍速駆動の切替え期間Ｙに移行する。切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１では、通常
周波数駆動による点灯タイミング（１）の時間軸を２分の１に圧縮した点灯タイミングで
点灯制御が行われる。このとき、点灯期間を決定する点灯パルスＰ１１までの遅延時間は
通常周波数駆動による点灯タイミング（１）の遅延時間０の２分の１の遅延時間０、点灯
パルスＰ９の点灯時間は通常周波数駆動による点灯タイミング（１）の点灯時間Ｔ／４の
２分の１の点灯時間Ｔ／８となる。
【０１３８】
　切替え期間Ｙの第２のフレーム期間Ｙ２では、通常周波数駆動による点灯タイミング（
２）の時間軸を２分の１に圧縮した点灯タイミングで点灯制御が行われる。このとき、点
灯期間を決定する点灯パルスＰ１２までの遅延時間は通常周波数駆動による点灯タイミン
グ（２）の遅延時間３Ｔ／４の２分の１の遅延時間３Ｔ／８、点灯パルスＰ１２の点灯時
間は通常周波数駆動による点灯タイミング（２）の点灯時間Ｔ／４の２分の１の点灯時間
Ｔ／８となる。
【０１３９】
　切替え期間Ｙが終了すると、通常周波数駆動の点灯タイミング（２）によって点灯制御
が行われる。
【０１４０】
　上記点灯パルスＰ１１の第１のフレーム期間Ｙ１におけるデューティ比は２５％であり
、通常周波数駆動による点灯タイミング（１）における点灯パルスＰ９のデューティ比に
等しい。また、上記点灯パルスＰ１２の第２のフレーム期間Ｙ２におけるデューティ比は
２５％であり、通常周波数駆動による点灯タイミング（２）における点灯パルスＰ１０の
デューティ比に等しい。
【０１４１】
　従って、切替え期間Ｙの第１のフレーム期間Ｙ１という点灯タイミングの切替え前の１
フレーム期間よりも短い期間に、切替え前と同じデューティ比での点灯制御が行われると
ともに、切替え期間Ｙの第２のフレーム期間Ｙ２という点灯タイミングの切替え後の１フ
レーム期間よりも短い期間に、切替え後と同じデューティ比での点灯制御が行われること
となる。図５の場合には、切替え期間Ｙにおける点灯パルスＰ１１と点灯パルスＰ１２と
の間の消灯期間ｔ３は、切替え前後の１フレーム期間よりも短く、切替え前の最終フレー
ムにおける消灯期間ｔ２および切替え後の開始フレームにおける消灯期間ｔ４に長さが近
いので、点灯パターン（３）の場合のようなちらつきは知覚されない。
【０１４２】
　従って、異なる点灯タイミングどうしが切替え前後で接続されたとしても、各点灯タイ
ミングの独自の遅延時間および点灯時間に従った点灯パターンどうしの間に切替え期間Ｙ
による滑らかな点灯パターンの遷移期間が挿入されるので、点灯パターンの急峻な切替え
が知覚されることを緩和することができる。
【０１４３】
　なお、切替え期間Ｙは、一般に、切替え前の点灯タイミングの時間軸をＮ分の１（Ｎは
２以上の整数）に圧縮した点灯タイミング（第１の圧縮点灯タイミング）の切替えフレー
ム期間と、切替え後の点灯タイミングの時間軸をＮ分の１に圧縮した点灯タイミング（第
２の圧縮点灯タイミング）の切替えフレーム期間とのＭ個（ＭはＮ以上の整数）の切替え
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フレーム期間と第２の圧縮点灯タイミングの切替えフレーム期間とがそれぞれ１つ以上含
まれるようにする。本実施例ではＮ＝Ｍ＝２である。
【０１４４】
　また、切替え期間Ｙの最初のｋ個（ｋは１以上Ｎ未満の整数）の切替えフレーム期間は
第１の圧縮点灯タイミングとし、切替え期間Ｙの残りのＮ－ｋ個の切替えフレーム期間は
第２の圧縮点灯タイミングとするのが好ましい。この場合には、切替え前の点灯タイミン
グから切替え後の点灯タイミングへ非常に滑らかに移行することが可能になる。
【０１４５】
　以上、各実施例について説明した。
【０１４６】
　本発明の液晶表示装置は、点灯／消灯のタイミングの切替えが発生する時に、切替え前
後のＮ倍速でバックライト光源の点灯制御を行う切替え期間Ｙを設け、切替え期間Ｙにお
いては、切替え前の点灯タイミングおよび切替え後の点灯タイミングを基に点灯周期を１
／Ｎ倍に時間軸圧縮してバックライト光源の点灯制御を行う。
【０１４７】
　これにより、本発明に係る液晶表示装置では、２Ｄモード→３Ｄモード、３Ｄモード→
２Ｄモード、３Ｄモード→３Ｄモード等の点灯タイミングが異なるようなモード切替え時
のちらつきを低減することができるので、表示品位が向上した液晶表示装置を実現するこ
とができる。このようなモード切替えにおいて本実施形態の切替えを行えば、点灯タイミ
ングのパターンが切り替わる典型的な映像表示において、切替え時のちらつきを有効に抑
制することができる。
【０１４８】
　本発明の実施形態では、２Ｄモード→３Ｄモード、３Ｄモード→２Ｄモード時の点灯タ
イミングの切替えに対して、本発明の制御を適用した場合についてのみ説明しているが、
本発明は、２Ｄモード→３Ｄモード、３Ｄモード→２Ｄモード時の点灯タイミングの切換
え時に限定されるわけではなく、その他ユーザの操作などによって、バックライト光源の
点灯タイミングが切り替わる場合のすべてに対して適用することができる。
【０１４９】
　本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、上記実施形態を技術常識に基づい
て適宜変更したものやそれらを組み合わせて得られるものも本発明の実施形態に含まれる
。
【産業上の利用可能性】
【０１５０】
　本発明は、一般の液晶表示装置、とりわけ動画表示を行う液晶テレビジョン装置に用い
られる液晶表示装置に好適に使用することができる。
【符号の説明】
【０１５１】
　２　　　　　　　　バックライト光源制御部
　４　　　　　　　　バックライト光源
　１０　　　　　　　液晶表示装置
　Ｙ　　　　　　　　切替え期間
　Ｙ１　　　　　　　第１のフレーム期間（（切替え期間の）フレーム期間）
　Ｙ２　　　　　　　第２のフレーム期間（（切替え期間の）フレーム期間）
　Ｙ３　　　　　　　第３のフレーム期間（（切替え期間の）フレーム期間）
　Ｙ４　　　　　　　第４のフレーム期間（（切替え期間の）フレーム期間）
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